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要　旨　教育学部開設科目「情報メディアの活用」を遠隔講義により行う際，少人数のグルー
プ・コミュニケーション・ルームと情報共有ツールを併用して実施した。受講生による事後
評価の結果，授業に対する興味関心・積極的参加意欲等に関して高い評価を得た。併せて，
少人数グループを編成することにより，遠隔講義であっても，学生相互に思いやり・声かけ
の行動が生起し，遠隔講義の受講ストレスを軽減する可能性があることが確認された。

キーワード　遠隔講義　アクティブラーニング　情報共有ツール　グループワーク　ICT

１．実践の経緯
　新型コロナウイルス感染症への対策として，
香川大学では，インターネットを介したオンラ
イン授業として2020年度の授業が開始されるこ
ととなった。香川大学では，オンライン授業の
環境として，Microsoft社が提供するSkype for 
businessを利用した，香川大学の教職員・学生
が利用できる遠隔会議サービス（香川大学では
このサービスを「Kadype」と呼んでおり，本
論文において以下この呼称を用いる。）が提供
されており，このサービスを主に利用して遠隔
授業を実施することとなった。
　Kadypeは一般によく利用されているSkype
社が提供するビデオ会議システム「Skype」と
ほぼ同様のサービスであるが，香川大学が包括
契約を行っており，そのため250ユーザーまで

最大同時接続が可能（Skypeの場合25ユーザー
制限）であり，またSkypeと異なり，通信相手
の制限ができたり，通信の暗号化がなされてい
たりするなど，セキュリティ機能にも優れてい
ると言われている。
　香川大学では，2020年４月中旬から連休休業
前（４月30日）までの約２週間，遠隔授業を試
験的に実施する期間（以下「テスト配信期間」
と記す。）として，このKadype遠隔会議サービ
スを主に用いた遠隔授業配信テストを各授業担
当教員が行った。筆者も30名程度の学生が受講
する授業から，約170名が受講する授業まで，
様々な規模の授業において遠隔授業配信テスト
を複数回実施した。その結果，Kadypeで遠隔
授業を実施する際，①双方向の会議サービスで
はあるが，授業中，履修している学生の受講状
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況の把握が難しい。そこでこの状況を回避する
ため受講生側の映像を送信させることを試験的
に求めても，②20名程度のアクセスを超えると
受講生側の映像が画面上で表示されなくなり，
何も映っていない画面に向かって授業を進行せ
ざるをえなくなる，などの課題が見えてきた。
上記①の課題は，自宅などで一人受講している
学生の視点から言えば，他の受講生から「自分
の様子が目の端に捉えられている」ことがない
だけでなく，教員からも「自分の様子を把握さ
れる」ことがないため，受講に緊張感がなく怠
惰な受講態度に陥る可能性を含んでいる。一方
②の課題は，学生からの反応の無い状況で，言
い換えれば，学生の存在を感じることが難しい
状況で，ただただ学生が受講してくれているこ
とを信じて授業を進行せざるを得ず，そのため
無音の時間が怖くなり，一方的に畳みかけるよ
うに話し続けてしまうという，教員から学生に
向けた一方向の一斉授業に陥りやすいことが想
定される。
　これらの遠隔授業の課題は，Kadypeのシス
テム上の問題として指摘されるものではなく，
他のシステムを用いた場合にも起こりうる課題
として指摘することができる。中原（2020）は，
立教大学においてZoomという遠隔会議システ
ムを用いた授業を開始するにあたって開催した
教員向け勉強会において，遠隔講義の課題とし
て，受講する学生の「集中力がもたない」こと
と，授業を配信する教員は「沈黙が怖い」ため

「無観客授業」のように一方的な授業を行って
しまいがちになることを指摘している。まさに
これらの課題は，上述したKadypeを用いた遠
隔授業における課題①②と同様の問題点を指摘
している。
　これらの遠隔授業の課題を克服するために，
中原（2020）は「学生のリアクションをひきだ
す」ことが必要とした上で，「５つの小技」を
その方法として挙げている。その小技とは，

（１）投票機能をつかう，（２）チャットに思っ
たこと・疑問を書いてもらってひろう，（３）
ビデオ映像でのジェスチャーをしてもらう，

（４）マイクミュートを解除して突然指名する，

（５）ブレークアウトセッション（小部屋ディ
スカッション）をする，の５つの方法である。

（１）～（４）の方法はいずれも，受講生と教
員との双方向性のある授業を実現するための方
法であり，（５）はさらに，受講生相互のやり
とり（ディスカッション）を授業に位置づける
方法である。
　香川大学の遠隔授業システムKadypeにおい
て上記のうち（２）のチャットの利用について
は，Kadypeにもチャット機能が存在し，使え
る方法だと考えられる。そこで筆者も，テスト
配信期間にチャット機能を用いて受講生に反応
を求める試みを行った。その結果，学生によっ
てチャットでの反応速度に大きなばらつきが生
じることが認められた。後の学生への聞き取り
や接続環境のアンケートなどによると，特にス
マートフォンを用いて遠隔授業に参加している
学生にとっては，画面上の表示領域が限られて
いることから，チャット機能が使えるようにす
るために時間がかかったり，文字入力に時間が
かかったりするなどの状況にあることが見えて
きた。またパソコンを用いて遠隔授業に参加し
ている学生であっても，パソコン操作スキルに
自信がないという学生から，入力・送信に時間
がかかってしまったとの報告があった。（２）
のチャット機能を用いる場合には十分に作業時
間を確保した上で実施する必要があると思われ
る。ただそうなると，授業テンポが低減するだ
けでなく，学生によっては必要以上に「待つ」
時間を求めることにもなりかねず，かえって授
業に対する学生の集中力を低減させることにも
なりかねない。
　一方，（３）受講生にジェスチャーを求める
ことについては，Kadypeの課題②の通り，20
名程度を超えると学生の画像が教員側の画面に
表示されなくなり，加えて教員側の画面サイズ

（画面上の描画サイズ）にも依るが，学生の画
像がうまく表示されたとしても，定常的には６
～７名の画像しか明確に表示されないため

（図１），学生全員の反応を把握することは難し
い状況にある。また（４）マイクミュートを解
除させた場合，Kadypeでは，マイクで音声
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（音）を感知した人の映像・音が優先して全員
に配信される仕組みであるため，例えば筆記具
を机に転がした音や筆箱を閉じる音などであっ
ても，その音を感知した人の映像・音が優先さ
れ，教員の画面や音声を全員に配信できない状
況（教員からの配信が途切れる状況）になるこ
とが見えてきた。加えて（１）投票機能，（２）
ブレイクアウトセッションは，遠隔会議システ
ムZoomの機能であるが，Kadypeには同様の機
能は無く，Kadypeを利用した遠隔授業におい
て実現が難しい。ちなみに，遠隔授業を実施す
るにあたり，筆者はZoomについても試験的に
用いた。ブレイクアウトセッションと呼ばれる
Zoomの機能は，全体会場にアクセスしていた
参加者をグループごとに小さな会議室に分けて
小集団でミーティングを行わせ，また参加者を
全体会場に戻すことができる機能である。小集
団でのミーティングを授業の流れの中に位置づ
けることにより，主体的な授業参加を促すこと
ができる機能であると思われる。しかしなが
ら，小集団に分かれた後，教員はそれぞれの小
集団にアクセスを切り替えながら，小集団での
コミュニケーションを傍聴・参加できる機能と

なっているものの，１つの小集団にしか一度に
アクセスができないため，他の小集団の学習活
動がどのような状況にあるのか，全体の動きを
把握することが難しい。また，時間になると全
体授業に戻ることを促す注意メッセージが小集
団の参加者全員に表示されるものの，「全体授
業に戻る」ボタンを押さなければ小集団での
ミーティングを続けることができるため，全体
授業を再開するまでに時間がかかったり，全体
授業再開を「待つ」状況となったりする事態が
想定される。
　このようにKadypeの機能が限られている中
で，受講生相互のコミュニケーションを円滑
に・活性化させ遠隔授業を行う方法として，本
実践においては，［１］Kadypeを用いたグルー
プ・コミュニケーション・ルームを基本単位と
して受講生が受講する，［２］Kadypeとは別の
情報共有ツールを併用し受講生同士の情報共
有・思考交流を促す　ことによって，遠隔講義
に学生が主体的・積極的に参加し学習するアク
ティブラーニング型授業を目指すことを試み
た。

２．研究と実践の方法
　本実践は，遠隔授業のテスト配信期間を終
え，本格的に授業が開始となった2020年５月７
日１時間目（８：50～10：20）の「情報メディア
の活用」第１回授業（事前のテスト配信期間に
２度のテスト配信を実施）において実施した。
当該科目の履修登録者は25名（男性11名・女性
14名）である。当該科目は学校図書館司書教諭
の免許科目であり，当該免許取得を目指す３・
４年次生を推奨履修学年に設定している。履修
登録者は全て教育学部学生であり，学校教育教
員養成課程の学生23名，人間発達環境課程の学
生２名で構成されている。また履修登録者の内
訳は，３年次生11名，４年次以上の学生14名で
あり，所属している課程・領域は13と幅広い。
これらのうち，本実践を実施した第１回授業日
に遠隔授業に参加した学生（授業開始から授業
の振り返りまでを含め一連の演習などに全て参
加した学生）は21名であった。

図１　Kadypeの参加者表示画面

（画面サンプル／発言者を中心に６～７名程度しか映像
が表示されず、その他の受講生は画面下に小さいアイコ
ンとして並べて表示される。図１のウインドウサイズの
場合、７人目から小さいアイコン表示となっている。）

図１ Kadypeの参加者表示画面

（画面サンプル／発言者を中心に６～７名程度しか映像が表示されず、
その他の受講生は画面下に小さいアイコンとして並べて表示される。

図１のウインドウサイズの場合、７人目から小さいアイコン表示となっている。）
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　以下，当該授業において採用した，受講生の
主体的・積極的に参加し学習するアクティブ
ラーニング型授業を目指した，遠隔授業改善の
２つの方法について説明する。
［１］Kadypeを用いたグループ・コミュニケー

ション・ルームを基本単位とする遠隔授業
への参加

　Kadypeを用いて授業を行う際，一般的には
遠隔授業会場をインターネット上の会議室とし
て１室準備し，そのURLを受講生全員に周知
することによって，１つの授業会場で遠隔授業
を実施するスタイルが一般的である。本授業に
おいては，予め５つの学生グループを編成し，
グループごとに「グループ・コミュニケーショ
ン・ルーム（当該授業では「GrCoRo：グラコロ」
と呼んでいる。以下この名称で記す。）」を準備
した。１つのグループに可能な限り多様な学生
が属することで，コミュニケーションの固定化

（予め知っている学生同士だけが会話する状況）
を避け，コミュニケーションの際の内容や考え
方などが多様化することによって，よりコミュ
ニケーションが活性化することをねらい，１グ
ループあたり５名の編成とし，３年生：４年生
以上の構成比，ならびに男女比が２人：３人ま
たは３人：２人となるようにした。加えて，13
の領域・課程に属する学生が重複しないように
グループを編成した。１グループのみ同領域の
３・４年次生が属することとなったが，その他
４グループは異なる領域・課程の学生によって
編成することができた。なお，１グループあた
り５名編成とした意図としては，１人あたりの

発言機会をできるだけ多くすること，グループ
への所属意識を高め積極的な活動参加を促すこ
と，Kadypeで受講者の映像が明確に表示され
る人数が６～７名が限界であること（図１／前
掲），などをふまえたものである。
　授業実施に先立ち，５つのGrCoRoをイン
ターネット上に準備し，受講生と教員との情報
共有のためのインターネット上のサービス「香
川大学moodle」の当該科目コースページに，
事前に５つのGrCoRoへのアクセスURLを記載
した。授業開始時，学生は自らが属するグルー
プのGrCoRoのURLを介して，５つのGrCoRo
にアクセスし，授業の開始を待った。教員は
Webカメラ・マイクを搭載・準備した５台の
パソコンを扇形に並べ，その中央に座り，５つ
のGrCoRoに分散参加している学生に，５台の
パソコンを介して授業を実施した（図２）。
［２］Kadypeとは別の情報共有ツールを併用し，
受講生同士の情報共有・思考交流を促す

　学生の学習状況を，教員がオンタイムに近い
タイミングで把握するため，本授業においては
Kadypeとは別の情報共有ツールを用いた。コ
ラボノートEXという授業支援ツールである。
当該授業支援ツールは，学校教育における協働
学習を支援することを主な目的としてリリース
されたツールであり，概略すれば，インター
ネット上の同じページ（一綴りになったノート
の１ページをイメージいただきたい。以下

「ノート」「ページ」と表現する。）に，複数の
学習者が同時にアクセスし，情報を書き込み登
録することによって，他の学習者が見ている

図２　５台のパソコンを介した遠隔授業（遠隔講義実施時の環境）
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ページ上にも瞬時に書き込んだ情報が反映・掲
載されるというシステムである。
　本授業においては，１冊の本時ノート内に，
受講生一人ひとりの「グループ名・学籍番号・
名前」を付したページを準備し，そのページ上
に，授業の各過程において受講生自身の思考を
記入させることによって，教員が受講状況・思
考過程をオンタイムに近いタイミングで把握で
きるよう運用した。併せて，学生同士の交流時
には，同じグループメンバーのページを見なが
ら話を聞くように促した。なお，学生も自らの
思考過程を可視化して整理できるよう，受講生
一人ひとりのページ上に，予めワークシート
フォーマットを掲載し，書き込みができるよう
にした（図３）。
　なお，円滑な授業運営のため，［１］のGrCoRo
のグループ編成については，前時（４/30配信
テスト第２回）に学籍番号名簿で予め周知して
おき，前時時間内に一度，５つのGrCoRoに分
かれてアクセスを試みた。その結果４つのグ
ループは問題なくGrCoRoにアクセスできたも
のの，４グループの受講生がアクセスを切断し
た１グループのGrCoRoが不安定となり，アク

セスしづらい状況となった。これをふまえ，次
時（本時５/７）には受業開始時から各GrCoRo
に分かれてアクセスを行うよう告げた。また

［２］のコラボノートEXについては，前時（４
/30同上）に受講生がおためし使用を行う機会
を設け，操作方法と当該ツールを活用すること
によって何ができるかについて説明・演習を予
め行った。
　本授業終了後，学生に対し，授業後の振り返
りに併せて，授業改善を目的とする本授業評価
アンケートを実施した。授業評価アンケート
は，前掲の香川大学moodle上のアンケート機
能を用いて実施した。アンケートは授業後の振
り返りに併せて，責任ある意見意思表明を求め
ることから，記名により記入・提出を求めた。
なお，アンケート記入前に，受講生に対し，

「どのように回答しても学生の成績や今後の指
導に影響しないこと」「データは誰が何を書い
たかがわからないよう処理した上で，他大学教
員などへの実践報告に用いること」「受講生の
個人情報が漏洩しないよう厳正な処理をするこ
と」などを予め周知し了解を得るとともに，忌
憚のない率直な意見を表明してくれるようお願
いした。本研究においては，moodle上で実施
したアンケート調査のうち，本授業評価アン
ケートへの回答結果をもとに，授業検討を行
う。

３．授業の概要
　本授業を実施したのは，「情報メディアの活
用」初回の授業（2020年５月７日）である。当
日は全授業が遠隔授業を本格実施する初日とい
うことも要因の一つとして想定されるが，大学
のインターネット回線への負荷を感じる状況

（テスト配信期間に比べ映像・音声の途切れが
発生し易い状況）であり，５つのグループのう
ち１グループのアクセス状況が安定しなかっ
た。そのため，受講生全員の学習機会の保障を
意図し，授業開始20分後の９時10分頃から，安
定してアクセスができていた残り４グループに
対する指導を行いつつ，１グループのアクセス
の安定化を待った。グループごとに行うweb調

図３　情報共有ツール上に準備したワークシート
フォーマット（本時使用部分抜粋）

図３ 情報共有ツール上に準備したワークシートフォーマット（本時使用部分抜粋）

－93－



査（授業時間外学修課題）について周知し，各
GrCoRoでグループごとの役割分担を話し合わ
せ，教員が仲立ちとなりグループ間の役割分担
調整を併せて行った（なお，安定してアクセス
できていなかった１グループには，授業後
moodleと一斉メールを用いて授業時間外学修
課題に関する指示をフォローした）。全てのグ
ループが安定してアクセスが可能となった９時
40分頃～10時20分の約40分間が，本授業の実質
実践時間となった。
　初回授業においては，受講生の自由な発想と
積極的な授業参加・コミュニケーションを促す
ため，「メディアとは何か」を考えさせる授業
とした。
　まず，情報共有ツール上の自分のページに，

「『メディア』から思い浮かぶことば」「『メディ
ア』というワードが含まれる語句」を，時間を
区切ってできるだけ多く書き出すよう指示し
た。次に，自分が書き出した，自分の経験に基
づくイメージ・語句を手掛かりに，「メディア
とは…」に続けて，自分のことばでメディアを
説明（定義）する説明文を，情報共有ツール上
の自分のページに書かせた。なお，ここまでの
全体指示・指導は，講義室に５つのグループが
固まって座っているイメージで，５台のパソコ
ンにそれぞれ視線を投げかけたりフリップを提
示したりしながら，口頭ですすめた（図４）。
　続いて，GrCoRoごとに分かれ，情報共有
ツールに書かれたお互いの「イメージ・語句ワー
ド」「メディア説明文」を見ながら，受講生各

自の映像・音声を送出させ，口頭で説明・交流
を行った（約13分間）。前時のGrCoRoのお試し
グループ分割の際，「自分がしゃべっている時
に反応がないと寂しい」との学生からの意見を
ふまえ，本授業のGrCoRoでのディスカッショ
ンの際には，しゃべっている人に対して，大き
く頷いたり表情を変えたりなどボディ・ラン
ゲージで反応を伝えることをルールとして取り
組むよう指導した。
　GrCoRoでのディスカッション時，教員側で
は，５台のパソコン全ての教員側マイク音声は
ミュートにした上で，全グループの会話が均一
に聞こえる音量で５台のパソコン全てから音声
を出し，発話内容がモニタリングできるように
した。また教員側のカメラは常時ONにしてお
き，教員の動きが各グループの受講生に見える
状態にした。
　５グループのコミュニケーション時間にはば
らつきがあり，コミュニケーションにもうしば
らく時間が必要なグループもあったが，概ね相
互の意見交流が実現した。最後に，交流した成
果・手がかりをふまえて，自分のことばで「メ
ディア」を説明（定義）する説明文を，情報共
有ツール上の自分のページに書かせた。授業終
了時，次時に「メディア」の謎に迫ることを予
告するとともに，特にGrCoRoでのディスカッ
ションの際，大きく頷いたり，表情豊かに他受
講生の発言を聞くことができていた学生２名の
名前を挙げ，聞き方の状況を全員に紹介して価
値づけ，授業を終了した。
　なお，本授業実施日の４日後を提出締切とし
て，香川大学moodle上のアンケートフォーム
により，受講生に授業後の振り返りと授業評価
アンケートへの回答・提出を求めた。

４．授業評価アンケートの結果と検討
４－１．数値結果と検討
　受講生自身の授業の振り返りと受講生の視点
からの授業評価のため，「今日の授業について，
あなたが「感じたこと」「思ったこと」「考えた
こと」などを教えてください」の設問文のもと，

｛そう思う・どちらかといえばそう思う・どち

図４　５台のパソコンに向けたフリップ活用に
よる視覚的情報提示（送信画面キャプ
チャ画像）
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らかといえばそう思わない・そう思わない｝の
４段階尺度による設問への回答を求めた。回答
結果を，全回答のうち正評価の占める割合（「そ
う思う」＋「どちらかといえばそう思う」回答
者数の占める割合）が高い順に並べ替えたグラ
フが，図５である。
　全ての設問項目に対して，７割を超える受講
生が正評価の回答を寄せている。「楽しさ」「興
味関心」「今後の授業への積極的参加」という，
授業に対する興味関心・積極的参加意欲に関し
て高い評価を得ることができた。特に「これか
らも主体的積極的に授業に参加したい」「興味
関心が高まった」「情報共有ボードは書き易かっ
た」「思考が深まった（よく考えることができ
た）」「他者の思いや考えを聞き理解することが
できた」については，半数を超える受講生から

「そう思う」との明確な回答を得ることができ
た。特に情報共有ツールの利用が煩雑として捉
えられることなく「書き易かった」との正評価
を得たことは，情報共有ツールの併用が受講生
にとって，負担のない遠隔講義のツールとなり
得ると捉えることができる。
　一方，それらの設問項目に比べ，「授業に参
加した達成感」「自分の思いや考えを他者に伝
えることができた」「主体的積極的に授業に参
加することができた」については，７割を超え

る正評価を得ていると言えども，回答傾向はや
や低位となっている。アクセスの不安定さに依
り実質授業時間を十分確保できず，交流の視点
やポイントを十分見出させることができなかっ
たことなども，回答傾向低位の要因として考え
られる。
　しかしながら，設問項目のうち「他受講生と
同じ時間・空間を共有している感覚で受講でき
た」については，９割弱の受講生が正評価を
行っており，GrCoRoにおいて映像・画像を互
いに送出する環境でのグループ交流と，学生相
互の手元が見える情報共有ツールの利用によっ
て，遠隔講義という個の学生の「孤独な受講」
ではなく，受講生相互に存在を感じながら，学
習集団の中で学んでいる「集団としての学習へ
の参加意識」を，受講生にもたらすことができ
たと捉えられる。
４－２．自由記述結果と検討
　「今日の授業に参加して，今日の授業の内容・
方法などについて，あなたが「感じたこと」「気
づいたこと」「思ったこと」「考えたこと」など
を，自由に書いて教えてください。どのような
内容・方法・視点の感想/意見でもかまいませ
ん。」との設問文によって，授業評価の自由記
述を求めた。その結果，受講生より大きく４観
点の感想・意見が寄せられた。

図５　受講生による授業評価アンケート結果（４段階尺度による回答結果）

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

楽しい授業だった

興味関心が湧いてきた/高まった

これからも主体的積極的に授業に参加したいと思う

他者の思いや考えを聞き理解することができた

「もっとよく知りたいこと・考えたいこと」が見えてきた

思考が深まった(よく考えることができた)

他の受講生と同じ時間・空間を共有している感覚で受講できた

情報共有ボードは書きやすかった

授業に参加した達成感/充実感がある

自分の思いや考えを他者に伝えることができた
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図５ 受講生による授業評価アンケート結果（４段階尺度による回答結果）
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４－２－１．�GrCoRoでのグループワークに関
する感想・意見

　５人グループを構成して実施したGrCoRoで
のグループワークに対して，多くの学生から好
意的意見が寄せられた。「５グループに分ける
のはとてもいいと思うし，これからもこの方式
でやりたいと思った。」「顔を見て交流できる活
動はやっぱり楽しいです！」「ビデオをオンに
して授業するのは他の授業ではなかなかない取
り組みなので私は面白いと感じている。他の授
業では声だけの情報で交流することも多いのだ
が，声だけ（の交流）だとなかなか会話がはず
まなかったり，詰まってしまうことがあるので
今後も続けて行ってほしい。」「グループのメン
バーの顔を見ながらいろいろ話したり，意見を
出し合ったりするのはやっぱりいいなと思いま
した。」「とても楽しいし朝から唯一みんなと関
われる授業なのでこれからもしっかり参加させ
ていただきたいです。」など，教員の顔だけで
なく，受講生相互の顔が見える授業を，学生は
望んでいると言える。特に，新型コロナウイル
ス感染症への対応として，大学での全ての授業
が遠隔授業となった今，学生が相互に顔をあわ
せて話すことができる機会は極端に少なく，

「顔を見て話す」ことの機会を強く求めている
ことを，自由記述から捉えることができた。加
えて，本設問への回答ではないが，自分自身の
学習状況の振り返りの項目に対し，「遠隔講義
で顔出しせずにするよりは，相手の表情が分
かって話しやすい」「他の人の意見を聞くとき
は人の表情を見られることがうれしくて発表し
ている人にしっかり目を向けて聞くことができ
る。…とてもいい学習ができている気がする。」
と自由記述を寄せた学生もおり，遠隔講義に受
講生自身が顔を出して参加することによって，

「話し手」「聞き手」の存在を感じられることの
意味や，相手が見えるということがもたらす学
習の意義を受講生に実感させ，積極的な学習参
加を促すことができる可能性が見えてきた。
４－２－２．情報共有ツールに関する感想・意見
　情報共有ツールに関する自由記述として，

「コラボノートに予め枠を用意して下さってい

る記入がとてもやりやすかったです。」「コラボ
ノートが記入しやすく，グループ内での共有も
素早く行うことができました。」「コラボノート
も記入方法や他の人との見比べが使いやすくて
とても便利だと思いました。」などの感想・意
見が寄せられた。情報共有ツールを利用し，簡
便に・短時間に書き込むことができる環境を準
備するとともに，あたかも手元に差し出された
相手のノートを見る感覚で他受講生の記述内容
を閲覧しながら，相手の話を聞くことができる
環境の活用は，受講生相互のコミュニケーショ
ンを保障し活性化させる可能性があることが見
えてきた。
４－２－３．�５台のパソコンで行う遠隔授業の

短所
　本授業では，５台のパソコンを扇形に並べて
５つのGrCoRoに向け遠隔授業を行った。授業
中は全てのカメラに視線を等分に送り，発話す
ることを心掛けて授業をすすめたが，学生の自
由記述では，「先生が横を向いている時に声が
聞こえなくて，正面を向いている時は聞こえ
た。」「先生がこちらのカメラの反対（こちらの
カメラではない方向）を向かれたときに声が聞
こえなくなってしまった。」などの意見が寄せ
られた。
　遠隔授業のテスト配信期間での配信状況確認
において，外付けの指向性のあるマイクではな
くWebカメラやパソコン本体に内蔵されたマ
イクを使う方が，広範囲の音をフラットに拾う
ため室内ノイズを拾い易いが，逆に声量を出せ
ば比較的聞き取りやすい音声を送信できること
を確認していた。しかしながら，音声認識に
よってマイクが自動的にON/OFFされるKadype
環境においては，視線がカメラから逸れる，す
なわち発声方向がマイク正面から逸れることだ
けで，マイクが自動的にミュートされたり，音
圧が下がり聞き取りづらくなったりする音声ム
ラが発生することが確認された。複数台のパソ
コンを使って遠隔授業を実施する際には，受講
生に音声が滞りなく送出されることを優先して
考え，パソコンの配置を密にしたり外付けのマ
イクを使用したりするなどの工夫が必要だと言
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える。
４－２－４．�小グループにおける学生相互の

「思いやり・声かけ」の生起
　５名という限られた人数でアクセスする
GrCoRoを設けたことにより，教員には見えづ
らい学生相互の思いやりのある行為や声かけが
生まれていたことが，自由記述から見えてき
た。例えば，「空白の時間があったが，その時
に会話したり，聞こえなかった時にフォローし
合ったりできた」との記述があった。４－２－
３．で取り上げたマイクの音声ムラなどが発生
した際の学生相互の行為だと推察される。「今
先生，何って言ったん？聞こえた？」「いやー
聞き取れんかった」「全体には何も話してない
んちゃう？」などのやり取りがなされたのだろ
う。「聞こえるべき内容が聞こえない」という
状況は，遠隔授業における学生の受講ストレス
となることが想定される。そのような際にも

「自分だけが聞こえなかったわけではない」こ
とが確認できるだけでも，孤独に受講している
学生に安心感をもたらすだろう。加えて「こん
なことを言ったんじゃない？」というように，
聞き取れなかった教員の発話部分をお互いに推
察し補完するやりとりがなされたとすれば，学
生の受講ストレスはより軽減されるだろう。こ
のようなやりとりは，受講生相互が認識できな
い/できていない，顔が見えない関係性の状況
において実現することは難しいと考えられる。
少人数で受講しているからこそ可能な「受講生
相互の声かけ」が発生していると捉えられる。
　一方，次のような自由記述も寄せられた。

「今日は４～５回，回線が落ち繋がらなくなっ
て焦りましたが，班のみんなが待っていてくれ
たり，先生が励ましてくれたり…班の皆にも感
謝したいです。（中略）慣れないことも多い中，
この授業はいつもあたたかくてとてもやりやす
い授業だと感じています。」少人数で同じ
GrCoRoにアクセスしているからこそ，グルー
プワークの際も，一人を「待つ」思いやりの動
きが，グループ内で生起していたものと捉えら
れる。たったそれだけのことかもしれないが，
この受講生は「この授業はいつもあたたかくて

とてもやりやすい授業」だと受け止めている。
受講生にとって問題やストレスが多いことが想
定される遠隔授業配信において，お互いに思い
やりや声かけができる人数規模での受講環境の
重要性を再認識させる，学生の自由記述と言え
るだろう。

５．本研究の成果と今後の課題
　本実践の実施とアンケート結果の分析によ
り，小集団のグループ・コミュニケーション・
ルーム単位で遠隔授業に参加する環境を整え，
情報共有ツールを併用しながらグループワーク
を実施することによって，受講生の授業への参
加意欲・積極的姿勢を高めるだけでなく，受講
生にとって，他の受講生を身近に感じながら学
習に取り組むことができる学習環境となる可能
性が見えてきた。加えて，小集団で遠隔講義に
参加できる環境が，受講生相互に仲間の状況を
推察し配慮する「思いやり・声かけ」の動きを
生み出す可能性が示唆された。
　５台のパソコンを相手にツールを併用しなが
ら遠隔授業を実施することは，授業準備・環境
整備・トラブル対応・授業進行に併せたツール
の送出など，教員に多様な負担が生じることは
否めない。しかしながら，それに増して，受講
生の受講態度が前向き・積極的になり，トラブ
ルが生じたとしても，お互いに声をかけ支え合
い，受講している姿は苦労に代え難い。
　加えて学生のアンケート結果には現れなかっ
たが，５台のパソコンで５つのグループのコ
ミュニケーションの様子をモニタしながらグ
ループワークを実施・進行できることは，あた
かも教室で机間指導しながらグループ集団の間
を巡っているかのように，必要に応じて教員が
グループのコミュニケーションに介入したり声
かけをしたりする教授行為の機会を保障できる
環境である。実際，本実践においても，グルー
プワークの際に「何を話したらいいん？」「こ
れって，こういうことなんかな？」というつぶ
やきが耳にとまった際，教員がマイクのミュー
トを解除して，指示したり解説したりすること
ができた。まさに講義室で受講生と対面し，グ

－97－



ループを相手に演習を実施している感覚で，グ
ループワークを実施できる環境が「複数台パソ
コンを用いた少人数分割遠隔授業」だと言える
だろう。
　しかしながら，少人数にグループを分割し複
数台のパソコンを相手に遠隔授業を行うにあ
たっては，学生が指摘するとおり，音声の聞き
づらさや資料提示の難しさなど，解決すべき新
たな課題をもたらすことにもなっている。今後
も引き続き，それら新たな課題の解決策を模索
しながら，アクティブラーニング型授業を志向
した大学の遠隔授業に取り組んでいきたいと考
える。
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